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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 20日 (2007.3.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 容 器 の 口 頚 部 に 装 着 さ れ る 蓋 本 体 、 貫 通 流 出 路 を 有 す る 流 出 筒 及 び 外
蓋 か ら 構 成 さ れ 、
　 該 蓋 本 体 は 容 器 の 口 頚 部 の 頂 面 を 覆 う 主 壁 を 有 し 、 該 主 壁 に は 流 出 孔 が 配 設 さ れ て お り
、
　 該 流 出 筒 は 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 の 上 面 に 旋 回 自 在 に 装 着 さ れ て お り 、 該 主 壁 の 該 流 出 孔 か
ら 上 方 に 延 び る 流 出 位 置 に お い て は 該 貫 通 流 出 路 が 該 流 出 孔 を 介 し て 容 器 内 に 連 通 せ し め
ら れ 、 閉 鎖 位 置 に 倒 伏 せ し め ら れ る と 該 貫 通 流 出 路 が 該 流 出 孔 と 非 連 通 に せ し め ら れ 、
　 該 外 蓋 は 閉 位 置 と 開 位 置 と の 間 を 旋 回 自 在 に 該 蓋 本 体 に 装 着 さ れ て お り 、 該 閉 位 置 に お
い て は 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 及 び 該 流 出 筒 を 覆 い 、 該 開 位 置 に お い て は 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 及 び
該 流 出 筒 を 露 呈 せ し め 、
　 該 外 蓋 が 該 閉 位 置 か ら 該 開 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ る 際 に は 、 該 外 蓋 は 該 閉 鎖 位 置 に あ る
該 流 出 筒 に 干 渉 し て 該 流 出 筒 を 該 閉 鎖 位 置 か ら 該 流 出 位 置 に 起 立 せ し め 、 次 い で 該 流 出 筒
か ら 離 隔 し て 該 開 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ 、
　 該 外 蓋 が 該 開 位 置 か ら 該 閉 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ る 際 に は 、 該 外 蓋 は 該 流 出 位 置 に あ る
該 流 出 筒 に 干 渉 し て 該 流 出 筒 を 該 閉 鎖 位 置 に せ し め て 該 閉 位 置 に せ し め ら れ 、
　 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 上 に は 、 所 定 値 以 上 の 押 圧 力 が 作 用 す る と 傾 動 せ し め ら れ る 閉 鎖 位 置
規 制 片 が 配 設 さ れ て お り 、 該 流 出 筒 が 倒 伏 さ れ て 該 閉 鎖 位 置 規 制 片 に 当 接 せ し め ら れ た 後
に 、 該 流 出 筒 を 介 し て 該 閉 鎖 位 置 規 制 片 に 所 定 値 以 上 の 押 圧 力 が 加 え ら れ る と 、 該 閉 鎖 位
置 規 制 片 が 傾 動 せ し め ら れ て 該 流 出 筒 が 更 に 倒 伏 せ し め ら れ 、 該 流 出 筒 を 介 し て の 押 圧 力
が 解 除 さ れ る と 、 該 閉 鎖 位 置 規 制 片 が 弾 性 的 に 復 元 せ し め ら れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 容 器 蓋 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 該 閉 鎖 位 置 規 制 片 は 薄 肉 下 端 部 を 有 し 、 該 薄 肉 下 端 部 を 旋 回 中 心 と し
て 旋 回 せ し め ら れ る こ と に よ っ て 傾 動 せ し め ら れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 蓋 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 該 流 出 筒 の 旋 回 中 心 軸 線 と 該 外 蓋 の 旋 回 中 心 軸 線 と は 実 質 上 平 行 に 延



び て お り 、 該 外 蓋 の 該 旋 回 中 心 軸 線 は 該 流 出 筒 の 該 旋 回 中 心 軸 線 よ り も 下 方 で 且 つ 半 径 方
向 外 方 に 位 置 せ し め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 容 器 蓋 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 該 外 蓋 は 円 形 天 面 壁 と 該 天 面 壁 の 周 縁 か ら 垂 下 す る 円 筒 状 ス カ ー ト 壁
と を 有 し 、 該 外 蓋 が 該 閉 位 置 か ら 該 開 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ る 際 に は 該 ス カ ー ト 壁 の 下 端
部 内 周 面 が 該 流 出 筒 の 先 端 部 に 干 渉 し 、 該 外 蓋 が 該 開 位 置 か ら 該 閉 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ
る 際 に は 該 ス カ ー ト 壁 の 下 端 乃 至 下 端 部 内 周 面 が 該 流 出 筒 の 先 端 部 に 干 渉 す る 、 請 求 項 １
か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 容 器 蓋 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 該 外 蓋 の 該 ス カ ー ト 壁 の 外 周 面 上 端 部 に お け る 、 該 外 蓋 の 旋 回 中 心 軸
線 か ら 最 も 離 隔 し た 位 置 に は 、 半 径 方 向 外 方 に 突 出 す る 把 持 突 起 が 配 設 さ れ て い る 、 請 求
項 ４ 記 載 の 容 器 蓋 。
　 　 【 請 求 項 】 　 容 器 の 口 頚 部 に 装 着 さ れ る 蓋 本 体 、 貫 通 流 出 路 を 有 す る 流 出 筒 及 び 外
蓋 か ら 構 成 さ れ 、
　 該 蓋 本 体 は 容 器 の 口 頚 部 の 頂 面 を 覆 う 主 壁 を 有 し 、 該 主 壁 に は 流 出 孔 が 配 設 さ れ て お り
、
　 該 流 出 筒 は 該 本 体 の 該 主 壁 の 上 面 に 旋 回 自 在 に 装 着 さ れ て お り 、 該 主 壁 の 該 流 出 孔 か ら
上 方 に 延 び る 開 位 置 に お い て は 、 該 貫 通 流 出 路 が 該 流 出 孔 を 介 し て 容 器 内 に 連 通 せ し め ら
れ 、 閉 鎖 位 置 に 倒 伏 せ し め ら れ る と 、 該 貫 通 流 出 路 が 該 流 出 孔 と 非 連 通 に せ し め ら れ 、
　 該 外 蓋 は 閉 位 置 と 開 位 置 と の 間 を 旋 回 自 在 に 該 蓋 本 体 に 装 着 さ れ て お り 、 該 閉 位 置 に お
い て は 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 及 び 該 流 出 筒 を 覆 い 、 該 開 位 置 に お い て は 該 蓋 本 体 の 該 主 壁 及 び
該 流 出 筒 を 露 呈 せ し め 、
　 該 外 蓋 に は 計 量 記 号 が 配 設 さ れ て お り 、
　 該 外 蓋 が 該 閉 位 置 か ら 該 開 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ る 際 に は 、 該 外 蓋 は 該 閉 鎖 位 置 に あ る
該 流 出 筒 に 干 渉 し て 該 流 出 筒 を 該 閉 鎖 位 置 か ら 該 流 出 位 置 に 起 立 せ し め 、 次 い で 該 流 出 筒
か ら 離 隔 し て 該 開 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ 、
　 該 外 蓋 が 該 開 位 置 か ら 該 閉 位 置 に 旋 回 せ し め ら れ る 際 に は 、 該 外 蓋 は 該 流 出 位 置 に あ る
該 流 出 筒 に 干 渉 し て 該 流 出 筒 を 該 閉 鎖 位 置 に せ し め て 該 閉 位 置 に せ し め ら れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 容 器 蓋 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 容 器 内 に 収 容 さ れ て い る 液 体 が 例 え ば 洗 浄 液 で あ る 場 合 に は 、 計 量 し て 使 用 す る
こ と が 望 ま れ る が 、 上 述 し た 形 態 従 来 の 容 器 蓋 に お い て は 計 量 に つ い て の 配 慮 が な さ れ
て い な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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